
「スゴイ企業から学ぶ健康経営実践法！」

第２部

健康経営に取り組んでいる企業の取組み事例から職場の健康づくりを見直してみよう！

【中級者向け】14：00～14：25
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■樋口 毅（Tsuyoshi higuchi）
株式会社ルネサンス 執行役員 健康価値共創部 部長

＜関係団体活動＞

・健康長寿産業連合会 事務局長／健康経営WG座長

・健康経営会議実行委員会 事務局長

・NPO法人健康経営研究会 理事

・Kenko企業会 理事長企業 事務局長

・公益財団法人 健康・体力づくり事業財団 理事

・公益社団法人 スポーツ健康産業団体連合会 理事

・一般社団法人健康な食事・食環境コンソーシアム 普及啓発委員

・一般社団法人 ワークフルネス 理事

＜政府委員会・その他＞

・健康・医療新産業協議会 健康投資ワーキング 委員※2

・厚生労働省スマート・ライフ・プロジェクト委員

・スポーツ庁 スポーツ・エールカンパニー 選考委員

・厚生労働省 転倒・腰痛等の減少を図る対策の在り方に関する有識者委員

・全国THP推進協議会表彰選考委員会 委員

・健康日本２１推進全国連絡協議会 企画部会委員※1

・女子栄養大学大学院 非常勤講師

※1 公益社団法人スポーツ健康産業団体連合会 会長・事業部会委員として参画

※2 健康長寿産業団体連合会 事務局長として参画

＜専門領域・資格＞

・順天堂大学 大学院 スポーツ健康科学研究科 修士課程修了

（専攻領域：スポーツ医学／運動処方／行動変容）

・健康経営エキスパートアドバイザー

・日本産業カウンセラー協会認定 産業カウンセラー

・中央労働災害防止協会認定 心理相談員

・第一種衛生管理者

・健康体力づくり事業財団認定 健康運動指導士

・中央労働災害防止協会認定 ヘルスケア・トレーナー 等

順天堂大学院 修了後、凸版印刷株式会社（現TOPPAN㈱）などを経て現職。

健康経営会議実行委員会事務局長、健康長寿産業連合会事務局長などを兼任。

健康経営の理念実装および、普及・啓発、コンサルティングなど、

「健康経営資本の構築」をテーマに多岐にわたる活動を行っている。
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戦略は経営層が考える。
そのポイントは？

何を、何故するのかを考える。
そして決断する。

戦術シナリオは
現場スタッフが組み立てる。

そのポイントは？

現場の知見を全面的に取り込んだ
戦術シナリオ作成する

戦術シナリオを具体的なイメージとして
チーム(組織)で共有・実行する

他社のやり方を参考にする前に、自社を知ることから始める
健康経営資本の構築とは、新しい社会インフラとの関係で経営戦略を考えること

戦略は目的 戦術は手段
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未来の会社の発展をイメージし、デザインする

健康経営を経営戦略として考えるポイントを教えてください
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あるべき状態(目的)

目的に影響を与える
課題を明らかにする 時間

As is⇔To be
Gap（課題）

労働市場

サービス市場 資本市場

未来：To be
社会にどんな価値をつくるのか

WHY

WHO☛WHAT☛HOW
「目標（指標と水準）の設定」現状：As is

No imagine → No design

No design → No Measure

└イメージできないものは、デザインできない

└デザインできないものは、計測（目標化）ができない

未来の発展をイメージし、デザインする

No Measure → No Manage
└計測（目標化）できないものは、管理できない

5

健康経営を経営戦略として考えるポイントを教えてください



「課題解消」
健康管理＝課題解消のための視点

「価値創造」
人という資源を資本化するための視点

高年齢従業員の健康問題
認知機能の低下／フレイル等

従業員の生活習慣病の増加
アブセンティーズム／プレゼンティーズム等

女性従業員の健康問題
PMS／PMDD／更年期障害等

メンタルヘルス不調者の増加
自殺／休職者の増加等

作業関連性の健康障害
睡眠問題／腰痛／肩こり／座りっぱなしの影響／等

企
業
の
持
続
性
を
損
な
う
健
康
問
題

生涯現役社会の実現
自らの力を社会に活かし続けられる人づくり

自己統制力の高い従業員の増加
健康を自分で守り育てられる人づくり

誰もが能力を発揮できる仕事づくり
性差に関わらず活躍できる環境・制度づくり

働きがいの高い従業員の増加
エンゲージメント／モチベーションの向上

企
業
と
保
険
者
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
の
投
資

誰にとっても働きやすい職場づくり
持続的に働くことができる環境・制度づくり

「課題解消」から「価値創造」への転換
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具体的な健康投資のテーマについて教えてください
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どんなことに取り組んでいけばよいのか？

「モノ」のインフラ整備
への投資

「コト」のインフラ整備
への投資

健康管理マネジメントを
優先する、

コストへの健康投資

コミュニケーション＋環境整備
によって、健康増進し、
そこから得られる収益

Cost Benefit（便益）

Before After

健康管理 健康経営
®

ヒ
ト
資
本
を
活
か
す

管理マネジメントから人財マネジメントへ
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健康

管理マネジメント

人財マネジメント

健康の捉え方

従来は健康を「コスト管理」の対象見ていた

視点：カラダとココロの課題を見つける（顕在課題） ＝コスト課題
目標：会社のコストを減らす／個々人の健康リスクを減らす

これからは健康を「投資対象」と見ていく

視点：カラダとココロの課題に影響を与える要因を見つける（潜在課題）
⇒投資課題の発掘

効果：従業員を資本ととらえ、投資効果により、パフォーマンスとポテンシャル
を高め、個々の人材価値を高める

従業員がパフォーマンスとポテンシャルを高く発揮できるための環境づくり
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管理マネジメントと人財マネジメントの違いは？
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管理マネジメントと人財マネジメントの違いは？

経営者の倫理観に基づく経営戦略

■管理マネジメント
労働基準法、労働安全衛生法、労働契約法など、
政府からの規制（法令遵守）が主な管理の対象

■人財マネジメント

社是（企業理念）や事業計画などに基づき、
従業員に求める人財像や、人財開発に対して、
企業独自の戦略シナリオが必要

労働安全衛生（健康管理）
（労働法令の遵守）

心と身体の健康づくり
（ヘルスリテラシー）

働きやすさ
（コンフォート＆コミュニケーション）

働きがい
（ワーク・エンゲージメント）

生きがい
（ウェルビーング） 独

自
の
戦
略
シ
ナ
リ
オ

法
令
遵
守

創意工夫の領域

規定のある領域



心身ともに健やかに「従業員に選ばれる会社に、採用で選ばれる会社に」
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「65歳まで三交代制勤務を続けられるよう健康でいてほしいから」
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「定年を延長し、平均年齢があがった従業員の健康促進のため」
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「心の不調を作業環境を改善することで、作業効率をアップ」
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「安全第一の前に、やっぱり健康第一」

（あきやまていそう）
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日本で2023年に創業100年以上を迎える老舗企業は、
全国で4万2,966社。最古企業は、社寺建築の金剛組

（大阪）で578年に創業、業歴1445年を数える。次いで
587年創業の華道「池坊」の池坊華道会（京都） 、

705年創業の旅館でギネスで世界最古の宿と認定された
西山温泉慶雲館（山梨）など。さらに業歴500年以上は

「虎屋」などを含めて228社があります。

日本には創業100年以上の企業が42,966社※1あります

－世界の創業100年以上企業は約80,066社※2－

全国には長い年月をかけて「信用」「信頼」を築き、
イノベーションを繰り返し

貴重な財産とする老舗企業が多く存在しています。
その数は世界的で日本が最多となっています。

地域において歴史と文化や視線を背景に、受け継が
れてきた素材や技術・技能と特産・名産品の多くは、
これらの老舗企業のたゆまなく努力によって存在し
ているものが多くあります。

「老舗・100年企業」のリソースをブランドの核へ
老舗企業に確立した定義はありません。

「老舗・100年企業」の考え方は、創業100年に満たなく
ても、顧客からの「信頼」「信用」があり、「伝統」
「格式」「技術力」「品質」「こだわり」を有する

イノベーション型未来の創業100年企業と考えています。

世界に類を見ない、世界に誇れるヒト資本
日本の老舗・100年企業の実力

※1:東京商工リサーチ 2023年の全国「老舗企業」調査
※2:日経BPコンサルティング 2020年版100年企業＜世界編＞

全国にある100年企業を支えたのはヒト
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老舗企業の強さの源泉

のれんを創る
「らしさ」を生み出す

商いを創る
長期的・持続的な競争力を

作り込む

関係を創る
顧客・取引先と共に

成長する

人を育てる
後継者・従業員の学びを

促進する

地域性・地縁を活かす
社会と共に歩む

「老舗企業の強さに学ぶ」2010年10月27日東京商工会議所

幾多の困難を乗り越え、長期間経営を継続してきた老舗企業の強さの源泉
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全国にある100年企業を支えたのはヒト

https://www.tokyo-cci.or.jp/page.jsp?id=5324


た

SDGsへの関心（エシカル消費）
価値観の多様化（DEI）
生活設計（投資）への関心
長寿社会での健康への関心
SNS等の分散化コミュニティ

健康経営、
働き方改革、DEI、

テレワーク、再雇用制度、
兼業・副業制度

事業の変革
リカレント
リスキリング

★事業変革に必要な
人財スキルの定義

多様性への投資人財開発投資

社会の変化

■少子高齢化：人生100年時代、少子化による人口減少、超高齢比の加速
■デジタル化：インターネットの誕生⇒スマホの普及⇒AI化・生成系AIの発展
■循環型社会：SDGs、ESG、カーボンオフセット、エシカル、DEIなどの概念の誕生
■社会保障費：介護保険、医療保険、年金制度の変化

人生100時代の・・・
価値観の多様化（DEI）
生涯現役
雇用の流動化
ワークインライフ
環境配慮に取り組む企業への関心

大量消費⇒環境配慮
社会の発展が会社の利益に

会社の変革

顧客の変化
意識⇔行動

社員の変化
意識⇔行動

健康経営は、新しい社会インフラとの関係で経営戦略を考えること
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健康経営を経営戦略として考えるポイントを教えてください
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健康経営を経営戦略として考えるポイントを教えてください

人という資源を資本化し、企業が成長することで、社会の発展に寄与すること。

「健康経営®」とは
「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

健康経営の方向性 事業の方向性 企業の成長 社会の発展

２つのベクトルを合わせる 社会の発展に役立つ事業＝成長

健康経営は、経営者と管理監督職、そして社員が同じ方向に向かうためのコミュニケーション戦略でもある

健康経営宣言＝なぜ、なにをするのか？

©renaissance



©renaissance 19

「健康経営」の第一歩は「健康宣言」から

１．なぜ、健康経営に取り組むのかを宣言する（目的）
└Q御社は、なぜ健康経営に取り組むのですか？

２．だれに、なにを、取り組むのかを宣言する（目標）
└Q御社は、誰のどんな課題を価値に転換するのですか？

健康経営宣言とは、戦略を具体的に示すことです



わかやま健康づくりチャレンジ運動を徹底的につかってみよう！
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スゴイ企業の健康経営の特徴
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１．なぜ、なにに取り組むのか？
＝経営戦略として健康経営に取り組んでいる
＝事業と健康経営のベクトルが一致している

２．なにを、どのように取り組むのか？
＝健康づくりに、時間・空間・費用に投資している
＝従業員への浸透に工夫している
＝成果を何らかのかたちで見える化している

３．経営者（層）が積極的に発信している

他社のやり方を参考にする前に、自社を知ることから始める
健康経営資本の構築とは、新しい社会インフラとの関係で経営戦略を考えること



ー ご参加いただきありがとうございましたー
ご意見・ご質問はアンケートにてお声をお寄せください。

「スゴイ企業から学ぶ健康経営実践法！」
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